
締
出
安
定
の
た
め
の
九
原
則
、
均
衡
?
一と
句

集
喫
施
の
た
め
の
は
-y
y
・
プ
ラ
七

一の
龍

税
政
民
主
化
の
た
め
の
シ
ヤ
汐
プ
働
告
一

ん。

話
携
し
襲
、
託
、
凶
器
勝
の
措
一
機
的
の
努
選
管
・

移
と
ダ
レ
ス
特
僚
の
慢
々
の
開
聞
に
よ
一
留
に
な
っ
た
と
は
一
耳
え
、

り
対
日
総
和
の
機
溜
が
掘
削
攻
具
係
氾
し
一
事
多
様
車
再
学
館
芯
れ
ま
す
関
A
V

て
、
昨
刊
九
月
の
震
泌
総
和
会
描
閣
と
な
一
は
占
領
下
六
年
八
カ
月
ーの
経
験
選
良
舗

り
、
不
利
傾
程
び
に
回
米
豪
快
際

レ
、

妻

寝

室

事

量

い

雪

町
民
削
の
締
結
を
見
、
卒
利
回
間
約
問
問
州
知
に
↑
て
、
民
主
え
績
の
間
町
申
克
を
〕
宵
院
し
明

以
伊
川
畑
な
闘
々
の
山
川
沼
町
骨
掛
即
応
よ
っ
て
、
一
立
閣
に
ふ
さ
む
レ
い
カ
づ
よ
い
政
治
、

乙
与
に
ゆ
で
た
〈
我
が
舗
が
、
独
立
樹
-
卒
和
閣
総
と
レ
て
の
ふ
さ
わ
レ
い
交
化

と
レ
て
閣
際
批
会
に
鎚
照
同
様
る
こ
と
一

と
箆
議
、
綴
済
を
振
興
さ
せ

一
回
送
鼠
d

i

l

i

-

-

ー

に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一

く
躍
混
合
に
案
匂

世
界
の
護

手

阿

躍

的

賭

助

一
に
事
ら
れ
ま
主
。
卸
ち
明
治
憲
法
一
語
一
一
定
八
月

の

あ

の

襲

警

官

E、
Zる
員
長

Z
1
4
S
5
4
3

一
足
る
新
日
本
の
民
主
警
が
施
行
さ
一
警
の
ど
ん
底
実
今
回
の
喜
一
葉
言
語
。

E
主

要
待
磁
の
卒
翼
約
が
四
バ一一
十
八
一
り
差

く
す

差

密

室

産

主

石

田
本
再
建
基
礎
と
万
向
が
ハ
ツ
キ
一
で
の
ま
を
麟
み
る
時
私
た
ち
は
、
略
献
す
る
様
返
し
た
い
も
の
で
あ
り
豆

草

壁

堅

実

合

番

問

。
竺
去
義
、
を
閣
僚
の
事
警
恵
三

リ
定
め
ら
れ
、
乙
れ
に
滋
い
て
、
瞳
開
会
一
々
議
霊
と
い
う
L
り
ほ
か
あ
り
ま
ト
す
。

習

な

υま
し
た
。
想
段
、
あ
の
乱
一た
め
の
霊
安
一
一
六
自
警
し
て
閣
一
司
法
、
襲
、
富
品
質
、
産
相
一
せ
ん
が
、
と
の
六
地
問
、
き
い
な
が
↑

〈
写
ト
は
蟹
龍
か
ち

晶君
l
宅
震
を
喫
レ
、
昭
和
一
一
十
一
内
の
い
ろ

く
の
議
議
憶
が
次
々
一
毎
回
に
於
け
る
改
革
が
断
行
さ
れ
、一

、
り
も
比
較
目
安
穏
に
警
警
し
さ
〕

一

笠
間
口
一
一日
ミ
ズ

io雫
↑
に
お
け
る

h
E
E
s
-
-
E
S
S
E
E
'
S
E
B
E
E
S
E
E
S
E
i
s
-
-
E
E
E
B
E
s
t
i
a
-
E
t
s
t

隣
伏
父
衝
の
鍋
印
に
よ
っ
て
、
混
合
軍

:
l
:
2

・F
;
E
E
B
-
-
-

!

は
精
望
レ
て
閉
ま
す
。

告

宣

言

語

占

領

汲

若

葉

の

公

闘

で

一

一

一

日

ぴ
醐
鴨
叫
聞
が
開
始
当
れ
ま
し
で
か
、
2
ハ呼

，:
a
a
-
-
守

1

1

1

・

9
控
室
官
手
。

忽
本
向
リ
議
匂
泊
山
内
司
L
M
b
u
f
A
1
訟
と
ー

と
の
間
殺
が
握
、
鰍
凶
暴
露

告

患

ヲ

全

員

五

一

耳

ア

2
4

市
民
皆
さ
ん
の
御
参
加
を
歓
迎
/

母
の
日
を
中
心
に

母
性
衛
生
相
談

一m奮
院
で
ば
俸
の
日
を
削
除
応
、

.K
る

十一一口
H

か
わ
十
七
日
ま
で
の
六
日
間
、

毎
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
間
ま
で、

品同の

卒
刷
機
約
の
開
初
登
記
念
レ
、
我
が
閣

F@
阪

附

・

一

泌
閣
は
国
際
間
勉
と
日
本
の
榔
泌
一
回
母
一
性
術
生
相
献
と
、
受
給
鯛
節
の
指

の
倒
際
基
へ

ω復
帰
議
会
話
、

一

一
、
開
式
の
と
と
は
門
閥
口
市
長
こ
で
、

ζ

の

器

宅

は

、

議

緊

主

導

・
語

鑓

隣

接

、

盛

時間盗

吾
川
一
言
忠
{
で
感
火
に
塑
思
惑
興
が

一

之
、
閣
欧
一
鶴
岡
宍
一
回
U

銅
旗
揚
錫
士
際
情
』製
作
レ
た
附
開
放
一
監
「
み
ん
な
の
一

公
端
機
資
拡
十
四
回
一
回
一限
芯

程

打
力
量
ナ
の
で
、
本
市
で
も
瞬
、
市
一

H
刷
需
ポ
1
イ
ス
カ
ワ
ト
‘
ガ
1
締
墜
を
路
町
田
注
す
の
で
市
民
み
な
一
行
い
李

2
・
皆
さ
ん
の
御
利
関
を

及
び
師
霊
祭
員
会
合
聞
記
僚
の
定

一

ル
ス
カ
ウ
ト
中
山
警
が
鍋
鶴

一・
さ
ん
が
護
農
場
下
さ
る
機
当
局
で
一
橋
漉
い
た
レ
事
。
n
聖
母

次
の
濁
り
廿
百
午
前
九
時
か
ら
市
役
圏
一
一
一
一
、
式
辞
パ
体
協
矧
事
〉

一

'

A
晴
l
p
h円

th
v

切

手

議

で

雲

5
2一
回

、

議

星

空

に

ち

献

一

念

伺

U
ゆ
く

日

習

な

り

ま

し

た

信

号

室

ヱ

啓

一

記

F
臨
時

D
E
3

1

君
主
議
書
い
た
レ
享
。
な

一

宏
、
韓
駐
車
代
表
、
閣
袋
、

一

立

町

寸

H
P
Q
伺
司
し

匂
一
お
雨
天
の
壁
、
書
長
一
一
望
畿
一
雲
一
m審
議
員
代
表
右
側
口
一

独

軍

一

午

前

十

時

教

宙

開

幕
…

崎
胃

袋
で
単
一
行
い
は
レ
宗
一
γ
。

一

六

・
式
典
獄

ハ
市
対
決
手
一
向
鮮
学
校

一

説

。
門
時
一
一
吋
間
停
制
九
時
か
ら
約
}
憾
一

断
定

患

で
露

代

の

襲

番

号

少
.
装
警

守

護

誇

る

思

議

閣

の

章

一

三
議
官
一
泊

官

接

レ
、
闘

の

少

語

審

霊

ハ一
V
優
良
案
禽

単

語

ご

言

喜

一
八
重

の

と

と

は

ハ

小

童

号

、
独
誌

を

議

員

園

事

襲

S
Tイス
カ
タ
ト

桝

芯

害

訴

栴

都

議

露

呈

5

‘

一
言

長

総

理

治

目

的

意

書

ハ

55
5ト

j
一

一

袋

町

内

裏

話

E、
ニ

'
議

姶

事

選

喪

主

府

、
需

要

閣

保

護

響

、

8
意

義

十

字

g

n

智

一

需

品

-

一

塁

番

号

一
郎
漏
出
枇
護
軍
事
終
号
、
次
回
、
払
た
ち
の
よ
き
び
の
裏

」
こ

は岡
、
r

一
R
圃

l
HB
凸
高
井
』

1

一
な
開
催
レ
李
。
少
年
グ
訳
語
習
慣

邸

S
4川北
メ
副
司
1
1
Y
剖
泊
祖

7記
1
t去
、
活
抗
議
w
v
J
福
湾
機
轟
掛
蹴
側
窓
雌
饗

内
線

m
一

誌

が

廿

h

‘ゐ
球
骨
四
功
、
-
回
目

-rる
よ
う
醤
い
た
レ
事

。
訟
勘

旬
陶
一

a
m面
蛇
曲
目
口
両
陛
，

2
日

目

一

課V

四
日
午
後
一

時

群

馬
曾
館

で

一

一、

目
隠
昔
話
十
時
よ
り

一一
寸
会
場
教
育
禽
館
鵡
掌

軍
出
器
約
滞
納
州
制
愈
と
レ
ru
脚
部
劇
繍
・議
録
会
、
園
連
協
家
離
附
膨
脚
本
部
終
同
一

世一、
攻一第

市
で
は
、
い
ろ
く

の
行
事
警
れ
一
需
に
よ
り
露
合
理
時
閥
襲
袋
一

回
、
開
会
の
銭
拶
曾
議
事

ま
す
が
、
ョ
自
の
砲
怠
式
典
応
次
い
で
一
一
が
開
催
さ
れ
ま
す。

ベ
一
一
一
、
伸
び
ゆ
く
少
伊
へ
賜
る
宮
第

四
日
は
思
議
一
際
か
ら
嗣
酬
と
鰍
竪
宵
一

瞬
嗣
一
は
一
加
盟
A
利
六
一
般
矢
勿
喜
一
箆

』

ハ

附
摘
町
長
毛
の鮒
U

。

C 

h 

第
二

十
八
号

f1J 

松徳

火
事
の
時
に
は

車
橋

一一

九
番
へ

犯
罪
関
係
は

南
話

一

-
O者
へ



市
役
所
の
磯
構
改
革
断
行

市
民
課
を
新
設
・
統
計
課
を
廃
止

一
に
協
し
だ
限
り
h
A
ナ
が
、
一
巾
民
留
さ
ん
-
の
せ
、
出
関
ま
な
い
ガ
は
、
成
る
べ
く
単
一

y

一の純一関日の
た
め
‘
市
民
課
内
で
取
一
政
一
く
婦
除
役
・υ℃
下
さ
い
。
今
僚
は
各
精
一

・2

一い
去十
d

o

-

-

の樹民間
一
沼
早
く
も
各
地
問
誕
生
じ
て

，F
、

島

町

}

1
illl1
1
1
1
1
1
1

一
居
り
ま
す
φ

で
、
市
で
は
今
月
間
旬
頃

十
一
大
掃
除
は
阜
く
漕
ま
一
か
島
聖
擦
の
衛
生
誌
面
白

曹
一
忍
葬
寝
例
の
改
正
酌
が
ま
一
Y
川

町

駅

凶

争

議

の

原

虫

一

マ

現

務

関

一

せ

て

で

さ

い

一

号

、

喜

一

リ

事

き

つ

こ

と

に

ヱ
さ
れ
ち
た
の
で
、
と
れ
に
蕊
い
て
四
一
号

J

一

一

;

也

監

品

名

問

符

こ

円

割

M

塁
め
一
な
っ
て
毘
り
烹
す
か
ら
、
童
話
の

一
月
妄
日
市
役
所
建
設
沼
市
断
行
一
マ

ι〔凶
器
雨
、
震
の
税
務
一
一
一
一
一
将
校
円
高
一
口
一
家
者
室
行
い
恥
レ
た
が
、
雨
一
露
、
市
民
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
御
協

τ市
民
課
を
新
摂
す
る
と
在
、
許
一
型
、r
d
の
J

一

一

5
2
の
ほ
哲
去
課
長
一
力
主
議
希
望
い
と
だ
少
。

一

一

円

ヴ

;

九

一

一

て

事

に

尚

ナ

る

川

町

一

丁

ι;
つよ
J
う

2
3あ
震

で

ず

↑

ハ

衡

実

い

第
一
線
号
、
原
告
擦
と
商
工
課
の
分
一

V
T
7
3

一

マ

曾

酎

課

一

Utu-u
ド
l
i
l
i
-
-
-
-
-

-
都
事
務
も
改
正
、
曲
間
鴨
町
分
室
内
各
課
一
円
V

商

工

課

ハ

従

一

同

の

統

治

課

跡

〉

一

一

・

4

附一

gie-Jま
し
た
。
変
質

1
5
2ハ薬
の
商
工
諜
の
跡
)
一
一
一
一
一
肘
L
U
抑

制

る

ご

福

祉

事

務

所

独

立

引

一

改

正

さ

れ

た

」

一

麗

報

は

一

以

上

の

号

、

慶

一

円

月

十

五

円

か

ら

需

要

宣

言

け

を

該

当

し

な

い

も

の

ι

-一

i
¥
i
l
l
-
-
l
L

一
秘
構
想
一
報
言
語
り
一
が
警
民
主
義
、
喜
一
力
あ
る
扶
養
護
一

2
2
2主

立

「

議

の

取

扱

い

事

務

一

言

語

し

一

」

禁

レ

手

。

一

独

身

獲

得

必

需

信

号

一

雪

量

民

に

対

し

て

巾

沢

が

あ

刊

一

帯

l

¥

J

・
一
季
最
投
う
こ
と
足
り
ま
し
た
。
り
ま
せ
ん
の
だ

立
改
正
活
れ
た
分
課
介
護
例
に
よ
る
各
一
二
、
語
調
需
型
る
章
一
母
子
手
瞳
一
環
寸
手
肢
は
従
一
こ
の
異
に
足
三
扶
助
訟
は
璽
八
一
言
民
の
方
々
の
例
理
解
あ
る
側
協
力

哀
の
取
撃
事
務
は
き
通
り
で
ナ
。
一

V
市
民
課
一
一
は
建
藤
一
探
厚
生
課
長
一
側
、
喜
一
一
容
量
と
な
っ
て
い
ま
一
御
議
長
主
主
際
に
あ
乃
万

マ
秘
雲
間

'
一
一
、
霊
会
留
に
陶
芸
書
一
扱
っ
て
い
と
え
が
、
高
思
議
一
主
語
民
民
一
人
一
人
の
魚
却
す
一
々
の
縄
力
指
努
ま
り
事
務
の
刀

一
、
蓄
、
関
空
宇
る
事
項
一
二
、
住
民
議
に
闘
す
る
喜
一
で
襲
撃
つ
こ
と
足
り
ま
し
た
。
一
る
京
金
で
ま
わ
れ
ま
ナ
の
で
一
生
を
剖
せ
ら
れ
る
よ
う
闘
っ
て
限
り
ま

弓
人
事
、
交
番
に
闘
ナ
る
章
一
一
-
一
、
外
関
人
震
に
陶
芸
護
一
入
混
一
事
一
問
露
。
4

人
妻
子
漏
給
H
法
に
該
当
ナ
る
も
の
が
、
漏
一
ず
の
で
、
お
問
合
せ
や
例
議
仰
市
川

一
三
費
、
合
理
学
る
義
一
四
、
物
質
、
問
理
事
る
裏
一
関
係
一
関
係
筋
授
、
聖
一
を
は
な
ら
A
い

が

一

2
2は
ナ
ベ
て
陶
輸
町
市
俊
民

マ

憲

一

額

一

究

、

諮

証

明

に

関

ず

る

講

演

一

川

引

U
U川
|
J
u
l
i
-
-

一
望
禁
罪
宗
門
翌
日
務
所
へ
お

一

岳

噴

出

遜

指

導

亘

六

、

調

授

、

理

事

る

章

一

清

掘

興

論

支

募

鶏

一

関

口

2
3
5
8

一
一
、
傑
一
例
.
規
制
?
)
凶
ナ
る
芸
-
一
副

b
a
d
g
-
-
:
=
E
3
2
.

一

仁

川

一

日

誌

J
L
U融
資

一

挙

ぉ

章

一

銭

市

一

民

生

活

に

直

結

し

た

一

新

建

問

ざ

る

四
、
他
皇
害
防
じ
な
い
芸
一
一
塁
の
一
脳
性
児
童
母
子
量
一
一
位
具
体
策
を
求
め
ま
す
一
需
の

l
u
?は
禁
険
八
十
一
一
一
名

マ
倶
安
際
一
に
閥
ナ
る
道
一
躍
引
は
一
町
制
施
行
以
以
六
十
年
を
縦
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問
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近
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叉
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叉
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台
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佐
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憾
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仰
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の
疑
い
a

射
金
受
け
て
下
さ
い
。

一
川
山
岨
両
炉
レ
刷
を
ほ
か
り
ま
す
か
b
制
連
地
一

棚

田

一

.

一
し
た
が
、
現
在
入
院
総
汀
は
一
叩
内
一
名

3警
は
次
の
溜
り
で
ナ
。

一

1
1
1
1
1
1
1
1l
i
l
il
i
-
-i

一界
一
一
街
角
れ
事
き
な
す
o

t
--鰐滋
昭
和
一
平
一
一
雲
月

一

坊

ち

ゃ

ん

嬢

ち

ゃ

ん

を

一

浦

日

誌

明

石

川

一

割

J
一
日

U
H
H
H
U一
健

康

に

育

て

ま

し

ょ

う

樫
は
閃
は
ド

L

hu関
投

目

白

山

川

三

回

一

偉

い染

病

に

犠

り

易

い

未

就

学

児

童

一

マ

同
催
球
摂
ハ
問
マ
杯
緊

一

一

一
卓
球
大
食
器
印
刷
一
両
日
予
誠

1
-
曾
昨
匂
の
初
刊
免
出
品
骸
警
は
一
重
弘
ち
え
マ
雪
之
警

『

も
の

ρ三
惑
い
も
の
ご

五
九
一
り
ま
り
で
一
mを
は
今
年
も
お
き
ん
一

間

隔
制
二
十
二
笠
ハ
月
一
日
よ
り
昭
一
々
ん
を
警
か
語
℃
る
た
め
の
導
一
名
、
義
援
の
よ
く
な
い
と

E
一
方
に
と
れ
ら
の
現
解
と
知
識
議
め
て
一
会
張
。
泊
り
開
催
・
室
長
宮

市

和
二
十
一
一
一
白
四
月
三
十
日
ま
で
の
一
念
か
ね
て
、
市
で
は
昨
何
十
一
月
か
b
一
れ
る
も
の
門
書
露
両
著
で
一
妻
、
叉
乳
幼
児
の
疾
病
章
程
竺
霊
レ
ま
す
。
ハ

喜

怒

i
.
i

前

明

間
の
日
生
一
括

一
一
員
各
町
で
乳
幼
児
ハ
O
主
主
才
一
疾
病
以
よ

2
こ
患
い
も
の
U

の
一
再
レ
て
、
恐
ろ
し
い
富
か
ら
少
し
も
一
期
日
五
月
十
一
目

g
g八時

1↑向
2
読
書
明
治
二
十
五
年
四
月

一
ま
で
U

の
農
蓄
を
行
っ
て
警
し一

聞
に
は
消
化
器
疾
患
一
二
名
、
呼
吸

一
早
主
主
義
孝
行
う
計
画
で
す
一
ハ
雨
天
心
底
十
八
己
会
以
降

両

首
よ
り
昭
和
一
一
十
三
年
四
月
三
十

一
塁
、
今
年
の
四
月
査
で
一
員
主
一
器
一
一
一
去
二
〈
の
他
六

一名

一

2
・

険

童

話

警

護

、

き

一

悲

喜

館

コ

i
ト

長

川

芸

品
塁
で
の
聞
に
日
告
レ
塁
。
侶
レ

一
巡
レ
会
し
た
の
で
、
六
月
早
々
か
、
安
一
色
定
義
し
た
。
叉
昨
詰
の
隠
竺
ペ
ど
多
数
凶
利
用
下
さ
る
憎
悪
堅
い
た
一
一
寸
高
校
舎
込
宣
告
〆
切
企

日

一

一

』

一
細
は
P
苧
怒
へ

一向

昨
以
の
初
同
免
誕
該
当
お
で
づ
一
回
援
一
お
ら
注
め
て
各
町
の
機
診
を
行
い
ま
す
一
一
例
窓
口
百
回
全
日
同
渓
ナ
と
・
そ
の
七
O
%
が

一
し
家
ナ
。

ハ
衛
住
環
」

一

一
帽
開
伺
非
4

完
了
レ
な
か
っ
た
お
は
除
く
。

一
と
ζ

ろ
で
・
と
の
機
惨
じ
よ
り
ど
ん
な
一
生
活
欣
態
U
よ
く
な
い
も
の
で
、
内
年

回

す

向

日

一
成
紛
が
あ
b
h
u
れ
む
に
か
と
い
い
ま
す
と
一
控
業
開
高
温
と
い
う
歎
か
む
レ
い

1
一

1
初
日
免
法
昭
利
一
一
十
七
年
玄
月
一
昨
年
↑
一
月
か
ら
凶
月
寸
八
日
ま
で
の
一
数
字
を
争
U
む
し
、
乳
幼
児
に
対
ナ
る

周

一
十
日
よ
り
同
年
近
月
一
一
一
十
同
ま
で
の
一
集
計
で
は
一
お
き
ん
ガ
の
似
健
制
庄
は
つ
い
て
の

g
一
間
に
於
℃
七
日
の
お
附
を
以
て
ず
に
凶
~
総
隙
惨
殺
七
七
七
名
、
疾
仇
以
上
m
u
-
細
川
U
の
注
露
宴
援
活
れ
る
実
情
に
お

宝

;
t
i
t
i
-
i
i
i
i
j
1
j
i
l
l
-

遁
用
事
業
報
告
を

ま
だ
提
出
さ
れ
な
い
方
へ

労
働
器
購
訟
の
麹
舟
を
受
け
る
方
は
四
一
て
隠
り
ま
す
。
即
ち

F

月
一
間
現
在
の
険
加
を
3

適
用
事
蓮
司
二
、
労
働
叩
位
以
訟
の
溜
用
品
位
X
け
る
も

芭
に
雌
置
い
て
悶
檎
労
働
基
準
審
者
一
の
と
は

へ
擬
訓
ず
る
こ
と
巳
な
っ
て
居
り
ま
す
一

?

ご

人

主
他
人
を
館
用
レ
て

が
、
ま
ど
お
出
し
に
な
b
な
い
ガ
は
、
一
ゐ
る
も
の
は
ど
ん
な
事
業
で
も
適
用

努
徐
提
凶
す
る
様
、
当
隠
で
は
希
望
し
一
さ
れ
袋
す

P
工
場
、臨
灘
働
、
樹
脂
、

2 11 「
甥

…
前

一
僑

一
競

…

輪

一

今
月
と
来
月
の
日
割

事
務
所
、
腿
業
そ
の
附
ど
ん
な
引
業

で
も
V

ハロ
V

但
し
制
民
の
続
放
り
み
の
も

の、hf11uJ民間人

ハ京
市
、
子
守
iv

ど
け
レ
い
民
間
し
な
い
も
の
は
除
か

れ
涼
一
J

Q

一
一
、
飼
い
に
印
紙
は
納
稲
労
助
法
一中山杭桜一

審
門
前
一
楠
市
北
臨
輸
町
一
一
海
沿
氾
一
川
一

一44
九
八
四
巻
〉
に
側
え
付
け
て
お
り
一

家
す
か
ら
側
帯
脂
綿
下
S
い。

-

主
月
・
六
月
O
M
h
h
務
総
は
次
の
一
巡
り
行
ル
官
山
す
。
都
廷
は
何
れ
も
午
前
十

時
b
F
G
小
一
間
決
行
。

五

月

前
一
臨
一
届
竺
匂
一
十
四
一
凶
岳
て
二
十
五
日
八
巴
、
じ
六

日

Q
G
、告
訴
一
二
十
日
ハ
へ
号
、
一
一
一
十
一
回
全
U

・
六
九
百
八
日
U

六

月

輩
記
一
巾
蛍
第
一
勧
一
一
十
一
回
全
U

、
一
一
主
百
ハ
臼
U

二

十
一
二
回
〈
月
U

、
第
二
齢
二
十
七
日
ハ
命
U

・
二
十
八
日
午
令
、
二
十
九
日

ハ
臼
)
ハ
商
工
楳
U

( S.) 



だ
」
と
案
。
審
議
り
、
躍
に
一
審
し
ぎ
た

2
・
醐
帝
京
ば
冷
内
容

飛
で
蜘
更
に
京
、
語
審
議
つ
一
帯
普
て
川
越
に
す
ぎ
宗
、
之

た
勉
、
凶
悪
の
四
回
一
合
唱
古
田
間
つ
手
陣
色
を
一
の
筏
も
態
態
は
盆
々
山
間
接
レ
ょ
う
と
レ

一
ち
ち
た
が
、
票
用
実
ゃ
に
一
た
の
で
、
穏
だ
衛
門
は
関
ぴ
工
事
起
し

そ
m
一-利
害
有
力
紛
レ
た
の
で
都
市
民
も
と
で
刺
積
一
州
自
身
に
芸
品
開
阿
手
八
閉
山
、

喜

堅

持
U

て
遣
し
互
に
従
う
一
幡
四
+
問
、
警
一
丈
一
号
新
川
を

事
事
緩
い
吹
レ
た
。
一
律
ち
、
ム
ヘ
暗
日
以
南
ぽ
一吾
首
手
一
一ω

マ
-zm
判
定
打
門
一
は
大
い
に
留
守
ん
で
と
れ
一
の
宮
崎
を
額
い
日
た
め
、
翠
山
山
場
じ

を
川
越
に
山
命
レ
窓
レ
た
が
然
じ
務
ヱ
て
問
問
山
陣
内
い
沿
っ
吋
一
批
判
山
る
よ
う
に
た
り

反
ぞ
の
話
議
ぃ
、
同
僚
も
ま
た
之
一
涼
し
た
。
と
の
量
は
人
夫
津
町
四
十

一
を
晶
翠
ん
で
襲
手
d
A
も
の
が
多
か
っ
一
余
万
を
裂
し
た
と
い
う
里
子
。

一
た
様
で
す
。
ぞ
の
た
め
講
の
裏
話
一

vz-雲
間
俣
の
飢
舗
に
際
レ
て
思

一り線
一い
の
串
見
ザ
成
皮
肉
門
は
憤
然
と
一
の
住
民
は
ま
っ
た
/
国
間
的
レ
ま
し
た
の

一
し
て
震
に
帰
り
思
主
妥
色
一
で
、
要
衛
門
詰
皇
室
レ
て
と

一
て
「
含
凶
器
h

民
力
の
鳩
山
ゆ
る
向
怖
い
就
一
の
飢
氏
を
謡
mlTさ
と
を
鱗
い
、
勘

一
い
て
之
な
な
レ
、
蒋
の
合
伐
仰
ぐ
窓
一
定
一
揖
百
円
一
巻
也
統
一
得
レ
マ
蝉
惜
の
命

、
l

一
巳
義
党
遣
を
な
レ
、
三
ば
互
理
主
義
済
す
き
と
が
袋

一md安
井

輿

左

衛

門

渋

滞

説

明

日

間

日

明

一

君

主

号

、

費

際

同

一

家

主

長

一

一

)

努

衛

門

ば

川

越

U

、

l

一
及
び
川
弁
、
飯
倉
、

m
f去
の
長
一
轄
の
川
島
の
向
毒
気
密
喜
怒

利

恨

の

水

絹

を

防

ぎ

開

拓

に

登

ナ

一

し

は

胡

mれ
て
人
民
家
た
隊
散
し
て
そ
一
筆
官
ノ
究
施
防
毒
隠
せ
恭
一
し
い
た
め
、
命
を
受
け
て
鑓
を
作
り
、

一
の
田
川
脇
町
極
に
遁
じ
ま
し
た
。
交
政
一

1

l

一

一

一

て

高

川

ハ

語

。

の

震

を

京

一

百

円

足

与

で

若

警

で

四

十

円

ケ

食
器
内
相
門
l
ー
と
の
名
公
認
ν
一

。

。

一

十

二

倍

輿

定

期

門

は

都

職

と

な

り

、

常

一

一

一
一
で
水
問
九
十
七
町
歩
を
得
、
と
の
工
事
一
村
の
領
民
に
安
ん
H
U
て
住
織
に
つ
か
せ

噌

νち
か
e
ラヅ
・7
務
で
明
ら
れ

β
v・2
安
咋
鴨
注
織
門
は
、
突
明
七
館
十
一
れ
果
て
た
均
富
宅
深
ど
之
事
幌
老
、
一
一

闘

賞

閣

議

Zv人
々
は
・
裂
の
月
合
ハ
十
玄
弘
前
削
U

武
州
川
越
の
誠
一
同
僚
と
世
間
り
、
設
に
諸
う
て
壌
を
吉
明
治
量
毛
織
ヱ
レ
ぎ
じ
た
。
務
一
季
が
同
室
し
た
。
煙
量
的
問

豊
富
午
、
七
筒
得
。
皇
宮
:
草
案
臣
、
渡
辺
議
室
一
一
図
ろ
う
と
レ
た
の
で
す
が
、
同
僚
は
裂
一
で
は
乙
れ
を
路
言
語
需
を
一
寸

1
1
1
1
1
1
1一

7
2
2品
管

長

詫

手

Zレ
て
去
、
幼
名
妻
室
い
と
だ
っ
て
禦
磁
を
帽
す
ん
な
い
と
は
い
え
、
一
事
室
選
考
前
寝
室

2
一
一
鰻
駆
車
の
謹
一
時
一

一
巧
脅
机
績
の
告
の
恵
理
監
察
門
と
改
め
、
富
葬
金
一
陰
に
ま
標
語
あ
っ
常
務
蹟
も
ま

τま
レ
た
の
で
、
を
に
於
て
嬰
鰯
一
一
を
開
始
一

;
一
品
交
ぜ
な
員
長
議
門
警
内
撃
と
な
っ
て
安
ん
認
を
義
り
ま
一
通
々
と
レ
て
き
な
か
っ
た
の
で
す
一
門
違
完
投
開
語
塾
長
甲
百
一
一
応
札
一
一
炉
童
話
祭
稽
一

之
超
高
石
苦
雪
寄
人
は
し
た
。
幼
く
レ
高
害
義
く
、

zy--と
こ
ろ
が
天
保
一
一
泊
め
て
裏
一
幸
町
室
号
、
;
ぜ
一
百
六
十
三
一
一
宇
走
号
、
一
民
知
砲
の
一

-ZA孫
子

。

豪

雪

肩

書

2撃
に
き
、
喜
一
号
、
芝
居
、
出
雲
雪
深
一
言
建
屋
レ
た
一
一
望
書
開
始
す
る
と
と
に
な
一

怒

号

3の
人
が
ど
ん

Z
豪

‘

に

き

豊

富

喜

一

人

は

向

っ

て

「

毒

事

護

憲

間

一

。

。

一

一

り

主

い

も

新

ら

し

い

票

パ

ス

一

-
一
あ
お
か
と
い
う
と
と
は
、
汚
磁
か
し
話
男
さ
て
そ
の
星
通
定
一
か
与
る
で
あ
ろ
う
が
、
求
惑
は
レ
で

EVE-符
か
り
利
根
川
宮
本
づ
一
六
河
川
一
一
聖
一
十
人
一
翼
り
の
議
事

一

」
追
究
で
は
、
念
持
活
よ
ど
哲
人
で
て
建
一
一
円
松
命令
器
利
恨
の
-
慣
ら
グ
ん
ほ
雲
理
学
る
の
み

-
2
つ
で
器
産
品
思
議
を
一
一
贈
る
き
た
の
で
貴
廿
四
日
一

一

i
z
S
i
l
l
i
-
-
-
l
l
l
l
l
i
i
i
i
l一
一
か
皇
の
沼
崎
市
{
一

L
持
訪
日
れ
れ
郡
山
間
植
物
を
丸
坊
圭
に
す
x
w
/

一一日付同時間四日諮問一

3
5
gし
た
時
い
そ
の
喜
一

・

dlijijil--fiJ
一
一
下
さ
い
。
ハ
雲
母
一

島

署

管

支

で

あ

り

、

叉

患

者

一

恕

ろ

し

い

ア

メ

リ

カ

・

シ

ロ

ヒ

ト

D

で

1
1
1
1
1
1
I
L
-

-
緑
川
の
控
隅
か
内
救
い
・
書
棚
山
の
不
一

t
t
J〉
〉
}
〉
〉
〉
h
(
(
r
}
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
)
一

r

-
号
車
密
造
、
月
て
均
株
レ
注
入
-
持
.
十
月
十
一
一
括
内
昔
時
地
内
。
一
一
・
究
1
四分
U

は
ね
を
拡
げ
室
主
イ
ポ
か
ら
一
一
一
+
撃
の
長
い
自
宅
一
望
需
は
議
川
下
の
乏
の

5
1

四

・

一

E

松
航
の
縞
悼
怖
を
行
い
と
の
樋
林
肘
~

開

2
あ
り
、
前
市
。
健
柑
m
・4.
教
つ
い
之
忘
れ
(
図
議
関
秘
湯
り
)
の
批
判
路
航
で
繁
間
四
さ
約
一
一
宏
1
f
一一1
ミ
リ
ハ
八
l
一O
分
U

が
位
、
え
て
い
笈
ナ
ゾ
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
一

・

量

一
委
主
的
尚
一
定
い
人
で
あ
り
そ
れ
た
ア
メ
リ
カ
・
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
そ
の

g
u、
器
官
築
費
量
色
ト
リ
は
定
プ
芸
ナ
ス
、
警
の
第
一
議
て
成
木
し
て
、
壁
之
柔
株

一
害
弔
実
段
仲
間
時
宗
安
偲
ん
で
霊
力
の
商
い

2
陪
の
維
が
釘
問
八
の
め
斑
が
あ
り
ま
す
U

と
な
っ
て
、
す
提
好
ん
で
た
ペ
李
謀
、
穏
章
一
還
し
ま
レ
た
。

』
隻
語
審
問
忠
商
古
川
記
事
宗
主
万
樫
お
る
ご
」
と
と
、
ζ

ぐ
に
警
卵
子
畜
み
つ
け
て
陶
器
恐
さ
つ
ま
事
、
と
う
も
ろ
と
し
ま
よ
く
一
マ

1
2
2
M祭
器

薬

害

て

一

L
義
と
に
さ
し
た
。
空
間
芸
術
門
の
を
之
か
ら
れ
た
ら
築
後
、
樹
木
々
乃
レ
一
‘
紫
雲
市
レ
京
支
卵
は
議
た
ぺ
李
。
幼
虫
の
小
さ
い
頃
は
、
集
一
思
議
っ
て
か
内
局
委
脅
し

川
一
意
.
ど
ん
な
人
か
と
い
い
李
と
、
膜
作
物
は
徹
底
的
巳
喜
吉
注
れ
て
色
否
径
0
・
豆
ミ
リ
、
翼
六
百
1

鴎
し
て
白
返
還
伎
の
繋
去
っ
立
つ
一
ま
し
た
が
闘
慢
す
書
道
連
'

町
一
位
向
警
官
り
手
と
窓
滑
り
で
レ
ま
う
と
一
宮
恐
ろ
し
い
童
手
。
八
首
位
が
か
た
め
て
霞
み
つ
け
、
託
、
て
蓄
を
た
べ
て
い
ま
す
が
、
大
予
言
っ
た
の
代
理
衛
門
。
束
。
円
U

U
望
書
取
松
本
望
号
義
美
空
資
産
撃
襲
護
憲
糠
患
で
薄
く
で
わ
れ
て
い
ま
す
ぎ
な
る
と
策
定
存
議
し
て
た
ベ
る
一
負
品
多
大
で
あ
り
骨
子
3

察
衛
門

己

5
3一
目
、
雪
欝
類
援
号
、
附
義
援
亘
書
昼
間
闘
の
幼
虫
は
六
月
九
旬
か
ら
の
で
、
織
物
喜
吉
な
っ
て
し
波
宮
内
九
十
九
何
附
言
ハ
月
六

日
実
憲
主
妻
、
望
書
省
、
語
い
、
喜
一
七
還
の
賜
を
覧
七
月
期
寝
か
け
て
成
長
レ
第
三
回
目
い
李
。
市
で
は
皆
さ
ん
の
例
協
力
竺
月
十
九
自
民
六
十
七
才
で
隠
し
川
護

包
容
逓
.
需
望
号
、
憾
の
市
長
-
駆
除
レ
き
た
が
、
事
駆
除
同
震
の
蛾
は
八
月
上
旬
に
出
て
幼
虫
は
八
月
帽
号
、
と
の
恐
ろ
レ
い
害
虫
の
徹
底
的
一
筆
に
埋
葬
さ
れ
大
若
年
一
明
糾
・

空
襲
言
語
、
黒
色
と
は
宮
せ
ん
。
不
幸
に
し
て
駆
除
下
旬
な
い
し
九
月
上
旬
に
か
け
て
成
長
防
除
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
医
長
一
八
回
犬
正
義
特
別
一
六
議
霊

祭
竪
穴
名
義
起
人
と
レ
府
内
外
一
議
が
れ
た
麟
が
い
去
し
ま
ず
と
、
し
ま
ず
ハ
幼
虫
の
成
長
レ
ま
の
肢
体
す
の
で
、
ァ
メ
リ
ガ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
繍
一
レ
て
関
東
の
番
手
J
当
-
れ
た
折

脅
安
芸
名
交
々
の
蛍

g一
そ
の
壁
、
六
月
頃
望
号
、
十
喜
一

0
5
2
3
巴
号
、
顕
容
農
薬
号
毒
症
は
、
市
一
理
問
の
坊
主
表
、
特
主

義
警
れ
た
も
の
で
ナ
。
ハ
喜
一
円
警
は
震
秘
書
ち
い
劇
部
容
器
の
襲
警
告
・
側
傷
程
へ
憲
議
し
て
下
三
塁
附
言
し
た
。

報


